
121212
№469469№469

2012014［平成26年［平成26年］2014［平成26年］

月号月号月号

広
報

１１月３日　第４７回 文化祭発表会１１月３日　第４７回 文化祭発表会
（撮影場所：文化会館 太陽ホール）（撮影場所：文化会館 太陽ホール）
１１月３日　第４７回 文化祭発表会
（撮影場所：文化会館 太陽ホール）



役場
　

文
部
科
学
省
は
全
国
の
中
学
３
年
生
と

小
学
６
年
生
を
対
象
に
４
月
22
日
に
行
っ

た
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
結

果
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ス
ト
は
昨
年
同
様
に
、
基
礎

的
な
知
識
を
問
う
国
語
Ａ
、算
数
（
数
学
）

Ａ
と
応
用
的
な
知
識
を
問
う
国
語
Ｂ
、
算

数
（
数
学
）
Ｂ
の
４
科
目
で
、
古
平
町
で

は
小
学
６
年
生
17
名
と
中
学
３
年
生
25
名

が
テ
ス
ト
を
受
け
ま
し
た
。

　

古
平
町
の
正
答
率
は
公
表
し
ま
せ
ん

が
、
小
学
６
年
生
と
中
学
３
年
生
そ
れ
ぞ

れ
の
平
均
正
答
率
は
全
国
平
均
を
下
回
っ

た
全
道
平
均
を
さ
ら
に
下
回
り
ま
し
た
。

（
表
）
全
道
・
全
国
平
均
と
比
べ
た
本
町

の
状
況
や
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課
題
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

小
学
６
年
生
の
特
徴

◆
学
習
習
慣
は
定
着
し
て
い
る

　

学
力
テ
ス
ト
と
同
時
に
行
わ
れ
た
学
習

状
況
調
査
か
ら
、
平
日
の
勉
強
時
間
を
問

う
質
問
で
は
１
時
間
以
上
勉
強
す
る
と
答

え
た
児
童
は
76
・
５
％
で
、
全
道
の
51
・

４
％
、
全
国
の
62
・
０
％
よ
り
高
く
な
っ

て
お
り
、
家
庭
で
学
習
す
る
習
慣
は
身
に

つ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
睡
眠
時
間
を
削
っ
て
テ
レ
ビ
な
ど
を
見

る
傾
向
に
あ
る

　

平
日
に
２
時
間
以
上
テ
レ
ビ
な
ど
を
見

る
児
童
は
76
・
４
％
で
、全
道
が
63
・
７
％
、

全
国
が
61
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
平
日
に
２
時
間
以
上
ゲ
ー
ム
な
ど
を
す

る
児
童
は
64
・
８
％
で
、
全
道
の
37
・
９

％
、
全
国
の
30
・
３
％
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
と
あ
わ
せ
る
と
４
時

間
以
上
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
に
時
間
が
割

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
１
時
間
の
学

習
時
間
を
加
え
る
と
就
寝
時
刻
が
遅
く

な
り
睡
眠
時
間
が
短
い
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

◆
学
校
と
家
庭
が
連
携
し
て
規
則
正
し
い

生
活
を

　

朝
ご
飯
を
食
べ
、
規
則
正
し
い
生
活
を

し
て
い
る
子
ど
も
の
方
が
、
学
力
テ
ス
ト

に
お
い
て
平
均
正
答
率
が
高
い
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
古

平
で
は
朝
ご
飯
を
必
ず
食
べ
る
児
童
の
割

合
は
76
・
０
％
で
し
た
。

　

古
平
町
で
は
学
習
習
慣
の
定
着
と
早

寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
と
い
う
規
則
正
し

い
生
活
の
習
慣
化
へ
の
取
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
就
寝
時
刻
に
つ
い
て
は
各
家

庭
で
対
応
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

 

中
学
３
年
生
の
特
徴

◆
勉
強
時
間
が
不
足
し
て
い
る

　

平
日
の
勉
強
時
間
で
は
１
時
間
以
上
勉

強
す
る
と
答
え
た
生
徒
は
わ
ず
か
32
・
０

％
で
、
全
道
の
61
・
２
％
、
全
国
の
67
・

９
％
の
半
分
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。
授

業
以
外
は
全
く
勉
強
し
な
い
生
徒
も
24
・

０
％
と
大
変
高
い
割
合
で
し
た
。

◆
勉
強
よ
り
も
テ
レ
ビ
・
ゲ
ー
ム
・
ス
マ
ホ

　

平
日
に
２
時
間
以
上
テ
レ
ビ
な
ど
を
見

る
生
徒
は
80
・
０
％
で
、
全
道
が
58
・
３

％
、
全
国
が
56
・
５
％
で
し
た
。
平
日
に

１
時
間
以
上
ゲ
ー
ム
な
ど
を
す
る
生
徒
は

48
・
０
％
で
、
全
道
・
全
国
の
そ
れ
ぞ
れ

の
割
合
61
・
２
％
、
56
・
４
％
を
下
回
っ

て
い
る
も
の
の
、
平
日
に
２
時
間
以
上
携

帯
や
ス
マ
ホ
を
使
う
生
徒
は
56
・
０
％
で
、

全
道
の
36
・
４
％
、
全
国
の
32
・
７
％
を

大
き
く
上
回
り
、
４
時
間
以
上
と
い
う
古

平
の
生
徒
は
32
・
０
％
も
い
ま
し
た
。

　

勉
強
時
間
が
少
な
く
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム

な
ど
の
割
合
が
多
い
と
い
う
状
況
で
す
。

◆
受
験
を
意
識
し
て
、
家
で
の
時
間
の
使

い
方
の
見
直
し
が
必
要

　

朝
ご
飯
を
必
ず
食
べ
る
古
平
の
生
徒
の

割
合
は
70
・
６
％
で
し
た
。

　

平
均
正
答
率
で
は
全
道
・
全
国
平
均
を

下
回
っ
た
も
の
の
、
中
３
が
小
６
だ
っ
た

３
年
前
の
学
力
テ
ス
ト
と
比
較
す
る
と
国

語
Ａ
、
Ｂ
で
は
全
道
と
の
差
は
縮
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
数
学
で
は
差
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
つ
ま
ず
き
が
ち
な
部
分
を
早
め
に

解
決
さ
せ
る
た
め
中
学
校
で
は
授
業
だ
け
で

な
く
、
補
習
時
間
を
設
け
て
苦
手
意
識
の
克

服
に
向
け
て
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
受
験
を
見
据
え
た
家
庭
学
習
の

充
実
が
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

 

読
書
の
習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う

　

平
日
に
漫
画
や
雑
誌
以
外
の
本
を
読
む

時
間
の
質
問
に
対
し
、
全
く
読
ま
な
い
と

回
答
し
た
小
６
が
41
・
２
％
、
中
３
は
８
・

０
％
で
し
た
。
読
書
に
は
脳
に
刺
激
を
与

え
集
中
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
、
読
書

が
身
に
つ
い
て
い
る
子
ど
も
の
方
が
学
力

テ
ス
ト
の
平
均
正
答
率
が
高
い
傾
向
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
学
校
と
連
携
し
て
、

学
校
で
の
朝
読
書
や
図
書
ス
ペ
ー
ス
の
環

境
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

家
庭
で
の
読
書
（
家
読
）
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
家
庭
と
も
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
望
ま
し
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

古
平
町
の
子
ど
も
達
の
基
礎
学
力
と
生
活
習
慣

古
平
町
の
子
ど
も
達
の
基
礎
学
力
と
生
活
習
慣
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役場

　

広
報
ふ
る
び
ら
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し

た
、
平
成
26
年
度
予
算
事
業
の
主
な
事
業

に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
等
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

 

防
災
情
報
板
設
置
事
業

　

㈱
福
津
組
と
６
８
５
万
８
千
円
で
平
成

26
年
９
月
11
日
に
契
約
し
て
い
ま
す
。　

　

現
在
は
、
海
抜
表
示
シ
ー
ト
の
取
り
付

け
工
事
が
終
わ
り
、
町
内
43
か
所
の
電
柱

に
設
置
済
み
で
す
。
今
後
、
海
抜
表
示
標

識
を
漁
港
内
や
歌
棄
海
水
浴
場
な
ど
７
か

所
、
避
難
場
所
標
識
を
町
内
の
各
避
難
場

所
26
か
所
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　

進
捗
状
況
は
11
月
14
日
現
在
48
％
で
、

12
月
に
完
成
予
定
で
す
。

                       
戸
籍
事
務
電
算
化
事
業

　

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス

㈱
と
２
２
１
４
万
円
で
平
成
26
年
４
月
14

日
に
契
約
し
て
い
ま
す
。

　

戸
籍
の
電
算
化
を
す
る
た
め
の
デ
ー
タ

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
工
程
は
10
工
程
あ
り
、
現

在
は
照
合
工
程
の
段
階
で
進
捗
率
は
30
％

で
す
。

　

平
成
27
年
３
月
７
日
に
運
用
開
始
予
定

で
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
な
ど
の
詳
細

は
今
後
の
広
報
ふ
る
び
ら
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

         

雪
寒
機
械
更
新
事
業

　

倶
知
安
町
の
北
海
道
川
重
建
機
㈱
倶
知

安
支
店
と
３
８
１
２
万
４
千
円
で
平
成
26

年
６
月
27
日
に
契
約
し
て
い
ま
す
。　

11
月
下
旬
に
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
（
13
ｔ
級

車
輪
式
、
74 

ロ
ー
タ
リ
除
雪
装
置
・
簡

易
着
脱
装
置
付
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
付
マ
ル
チ

プ
ラ
ウ
・
簡
易
着
脱
装
置
付
）
が
納
入
さ

れ
る
予
定
で
す
。

 

製
氷
・
貯
氷
施
設
整
備
事
業

　

建
物
部
分
は
㈱
福
津
組
と
１
億
３
２
８

４
万
円
、
製
氷
冷
蔵
設
備
は
千
葉
県
の
㈱

タ
ガ
ワ
と
１
億
７
８
９
５
万
６
千
円
、
工

事
監
理
業
務
は
㈱
ぎ
ょ
れ
ん
設
計
セ
ン
タ

ー
と
３
５
６
万
４
千
円
で
平
成
26
年
６
月

30
日
に
契
約
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
鉄
骨
を
組
み
立
て
て
、
土
間
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
打
つ
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

進
捗
状
況
は
10
月
31
日
現
在
38
％
で
、

平
成
27
年
２
月
に
完
成
予
定
で
す
。

（
事
業
主
体

：

東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
業
協
同

組
合
（
町
補
助
事
業
））

kw

防災情報板設置、戸籍電算化など順調に進む

平成平成２６２６年度主な事業の状況年度主な事業の状況

 

沢江町の

海岸線

身分事項の

項目化

電算化前（現在）の戸籍
縦書きで文書形式で記載

電算化後の戸籍
横書きで項目化形式で記載
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行政

  

　

こ
れ
ま
で
70
歳
未
満
の
方
の
自
己
負

担
限
度
額
は
、
所
得
に
応
じ
て
３
段
階
に

区
分
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
27
年

１
月
診
療
分
よ
り
５
段
階
に
変
更
さ
れ
ま

す
。

　

70
歳
未
満
の
方
で
平
成
26
年
８
月
１
日

以
降
に
限
度
額
適
用
認
定
証
を
交
付
さ
れ

た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
27
年
１
月

以
降
適
用
さ
れ
る
限
度
額
適
用
認
定
証
を

12
月
下
旬
に
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
現

在
お
持
ち
の
限
度
額
適
用
認
定
証
と
差
し

替
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
70
歳
以
上
の
方
の
自
己
負
担
限

度
額
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※
医
療
費
と
は
、
診
療
を
受
け
た
10
割
分

　

の
額
と
な
り
ま
す
。

※
４
回
目
以
降
と
は
、
高
額
療
養
費
の
該

　

当
が
12
ヶ
月
以
内
に
３
回
以
上
と
な
っ

　

た
場
合
の
４
回
目
以
降
の
限
度
額
と
な

　

り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
場

　

合
は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
が

　

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
お
問
合
わ
せ
先

　

後
志
広
域
連
合　

国
民
健
康
保
険
課　

　
　

☎
０
１
３
６-

55-

８
０
１
２（
直
通
）

　

役
場　

民
生
課
健
康
保
険
係

　
　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
39
・
57
）

平成２７年１月診療分より７０歳未満の方の

自己負担限度額の区分が５段階になります

医療費の自己負担限度額が医療費の自己負担限度額が
一部変わります一部変わります
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お知らせ

○
日
程　
　

平
成
27
年
１
月
11
日
（
日
）

○
時
間　
　

午
後
２
時
か
ら

○
場
所　
　

文
化
会
館　

太
陽
ホ
ー
ル

　　

対
象
と
な
ら
れ
る
方
は
、
平
成
６
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
れ
た
方
で
す
。

　

古
平
町
に
住
所
登
録
さ
れ
て
い
る
方

は
、
教
育
委
員
会
よ
り
ご
案
内
を
い
た
し

ま
す
が
、
住
所
を
町
外
に
異
動
し
て
し
ま

っ
た
方
で
も
古
平
町
出
身
者
は
出
席
で
き

ま
す
の
で
、
事
前
に
左
記
の
お
問
合
せ
先

ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

　
　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　

☎
42-

２
３
０
０

 

晴
れ
て
成
人
と
な
ら
れ
る
方

◇
（
浜　
　

一
）
小
野
寺　

修　

吾

◇
（
旭　
　

町
）
青　

柳　
　
　

紬

◇
（
旭　
　

町
）
松　

尾　

健　

幸

◇
（
あ
け
ぼ
の
）
坂　

上　

隼　

太

◇
（
あ
け
ぼ
の
）
羽　

生　

圭　

佑

◇
（
あ
け
ぼ
の
）
本　

庄　
　
　

唯

◇
（
あ
け
ぼ
の
）
本　

間　

愛
瑠
夢

　

10
月
24
日
、
北
海
道
や
原
発
30
㌔
圏
内

の
後
志
管
内
13
町
村
な
ど
が
、
泊
原
子
力

発
電
所
の
重
大
事
故
を
想
定
し
た
原
子
力

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
震
度
６
強
の
地
震
に
よ
り
原

子
力
発
電
所
の
冷
却
設
備
に
重
大
な
事
故

が
発
生
し
放
射
性
物
質
が
飛
散
す
る
と
い

う
想
定
で
行
わ
れ
、
泊
村
や
倶
知
安
町
な

ど
の
住
民
は
ホ
テ
ル
な
ど
へ
避
難
し
ま
し

た
。

　

古
平
町
で
は
災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上

げ
、
倶
知
安
町
の
代
替
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
員
等
を
派
遣
し
運
営
訓
練
に

参
加
し
た
ほ
か
、
防
災
無
線
や
エ
リ
ア
メ

ー
ル
に
よ
る
住
民
広
報
、
各
関
係
機
関
と

の
通
信
連
絡
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
町
内
数
か
所
で
放
射
線
を
測

定
す
る
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

　
　

☎
42-

２
２
９
０

◇
（
浜　
　

三
）
作
佐
部　

憂　

菜

◇
（
浜　
　

五
）
梅　

野　

祐　

希

◇
（
清　
　

住
）
八　

幡　
　
　

航

◇
（
泥 

の 

木
）
中　

原　

楓　

太

◇
（
港　
　

町
）
金　

子　
　
　

唯

◇
（
入 

船 

町
）
高　

谷　

聖　

寿

◇
（
入 

船 

町
）
田　

岸　

宗　

大

◇
（
本　
　

町
）
落　

合　
　
　

萌

◇
（
本　
　

町
）
菊　

地　
　
　

綾

◇
（
丸 

山 
町
）
入
間
川　

名
津
子

◇
（
丸 

山 

町
）
江
刺
家　

聖　

矢

◇
（
丸 

山 

町
）
木　

村　

啓　

太

◇
（
丸 

山 

町
）
芳　

賀　

祐　

太

◇
（
丸 

山 

町
）
渡　

部　

有　

紗

◇
（
新 

地 

町
）
榎　

本　

洋　

平

◇
（
御 

崎 

町
）
細　

野　

晃　

史

◇
（
御 

崎 

町
）
Ｚ
Ｈ
Ｏ
Ｕ　

Ｙ
Ｕ
Ｎ

◇
（
れ
い
明
の
里
）
永　

山　

咲
音
梨

※
敬
称
略

※
平
成
26
年
11
月
１
日
現
在
、
古
平
町
に

住
所
を
有
す
る
方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

町の出来事

住
所
を
異
動
し
て
い
る
方
も
出
席
で
き
ま
す

屋
内
退
避
訓
練
等
に
６
７
０
人
参
加

屋
内
退
避
訓
練
等
に
６
７
０
人
参
加

平
成
26
年
度 

北
海
道
原
子
力
防
災
訓
練

緊急時環境モニタリング訓練

災害対策本部員会議

２7２7
年
成
人
式
は
１
月

年
成
人
式
は
１
月
1111
日
（
日
）
に
挙
行
！

日
（
日
）
に
挙
行
！
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町の出来事
　

文
化
の
日
の
11
月
３
日
、
文
化
会
館
で

第
47
回
古
平
町
文
化
祭
発
表
会
（
古
平
町

文
化
団
体
連
絡
協
議
会
主
催
）が
開
か
れ
、

町
内
の
10
団
体
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

吉
野
浩
次
会
長
は
「
各
団
体
、
こ
の
１

年
間
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
披
露
し
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

ス
テ
ー
ジ
は
、
日
本
詩
吟
学
院
岳
風
会

古
平
道
場
の
会
員
10
人
の
合
吟
で
始
ま

り
、
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
の
８
人
が
３
曲
を

披
露
し
た
ほ
か
、
あ
で
や
か
な
着
物
姿
で

曲
に
合
わ
せ
て
優
雅
に
舞
う
舞
踊
も
３
団

体
が
行
い
、
会
場
を
埋
め
た
多
く
の
観
客

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
女
声
コ
ー
ラ
ス｢

ハ
イ
ミ
ッ

シ
ュ
コ
ー
ル｣

の
12
人
は
伸
び
や
か
な
歌

声
で
５
曲
を
披
露
し
、
最
後
の
１
曲
「
青

い
山
脈
」
は
観
客
も
一
緒
に
会
場
全
体
で

歌
い
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

昼
食
休
憩
後
の
再
開
時
に
古
平
町
文
化

団
体
連
絡
協
議
会
よ
り
文
化
の
振
興
奨
励

に
寄
与
さ

れ
た
３
名

と
１
団
体

の
表
彰
も

あ
り
ま
し

た
。
表
彰

者
は
次
の

と
お
り
で

す
。

グループ・サウンドワールド古平 大正琴

峰  香  会　

古平カラオケ愛好会

古平中学校吹奏楽部

友  光  会

古平町正調越後盆踊り保存会

たらつり節踊り愛好会

古平女声コーラス   ハイミッシュコール

花柳美乃多希会

日本詩吟学院岳風会古平道場　

第第
4747
回　

文
化
祭
発
表
会

回　

文
化
祭
発
表
会
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10
月
15
日
、
古
平
町
の
良
さ
を
再
発
見
し

町
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
日
帰
り

バ
ス
ツ
ア
ー
（
古
平
町
商
工
会
主
催
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

札
幌
市
や
小
樽
市
な
ど
か
ら
28
名
が
参
加

し
、
詩
人
吉
田
一
穂
や
俳
人
高
野
素
十
な
ど

の
記
念
碑
を
見
学
し
た
後
、
文
化
会
館
で
夕

食
会
が
開
か
れ
中
華
料
理
を
堪
能
し
ま
し

た
。

　

夕
食
会
で
は
、
古
平
町
出
身
で
神
奈
川
県

相
模
原
市
の
中
国
料
理
璃
宮
料
理
長
宮
元
莊

三
氏
が
、
古
平
町
の
特
産
品
の
「
タ
ラ
コ
」

や
「
ヒ
メ
マ
ス
」
を
使
用
し
た
「
ヒ
メ
マ
ス

の
強
火
焼
き
香
味
ソ
ー
ス
」
な
ど
８
品
を
振

る
舞
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
小
檜
山
知
萌
子
さ
ん（
札
幌
市
）

は
「
古
平
は
の
ど
か
で
海
が
見
え
る
き
れ
い

な
と
こ
ろ
。

料
理
も
タ
ラ

コ
の
麻
婆
豆

腐
な
ど
今
ま

で
に
な
い
味

で
と
て
も
美

味
し
か
っ
た

で
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま

し
た
。

10/15（水） 「町特産品を使用した中華料理を堪能」 ～古平町商工会　日帰りバスツアー

10/16（木） 「親子で楽しむ運動会」 ～子育て支援センター運動会

　

10
月
16
日
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
親
子
ミ
ニ
運
動
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
親
子
で
競
技
に
参
加
し
て
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
を
図
る
こ
と
や
親
同
士
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
お

り
、
同
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
３
歳
以

下
の
33
人
の
子
ど
も
と
そ
の
父
母
な
ど
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

運
動
会
で
は
「
か
け
っ
こ
」
や
年
齢
に
合

せ
た
個
人
競
技
な
ど
が
行
わ
れ
、
最
後
に
行

わ
れ
た
「
遊
戯
さ
ん
ぽ
」
で
は
子
ど
も
た
ち

全
員
が
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
そ
う
に

踊
っ
て
い
ま
し
た
。　

　

今
回
初
め
て
１
歳
の
息
子
と
参
加
し
た
越

後
由
紀
子
さ
ん
は
「
普
段
な
か
な
か
支
援
セ

ン
タ
ー
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
子
ど

も
が
思
っ
た

よ
り
競
技
や

遊
戯
な
ど
を

で
き
て
い
た

の
で
良
か
っ

た
。
親
も
子

も
楽
し
め
ま

し

た
。」

と

話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

「劇や音楽を披露」 ～古平小学校　学芸会

　

10
月
19
日
、
古
平
小
学
校
で
学
芸
会
が
行

わ
れ
、
全
校
児
童
96
人
が
、
父
母
や
祖
父
母
、

地
域
住
民
な
ど
大
勢
の
観
客
の
前
で
劇
や
音

楽
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

野
島
校
長
は
「
学
芸
会
に
向
け
て
集
中
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
力
が
明
日
か
ら
の
勉
強

や
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。

　

学
芸
会
は
１
年
生
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の

「
は
じ
め
の
言
葉
」
で
始
ま
り
、
全
校
合
唱

で
は
「
ゆ
う
き
の
歌
」
な
ど
２
曲
を
歌
い
上

げ
、
各
学
年
の
発
表
で
は
劇
の
ほ
か
楽
器
の

演
奏
や
詩
の
朗
読
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
「
終
わ
り
の
言
葉
」
で
は
６
年
生

が
「「
協
力
し
、
心
に
残
る
最
高
の
学
芸
会
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
最
高
の
学
芸
会
に
す

る
た
め
一
生

懸
命
練
習
し

て
き
た
成
果

が
出
せ
た
と

思
い
ま
す
」

と
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
振
り
返

り
な
が
ら
発

表
し
て
い
ま

し
た
。

その他の出来事

10/19（日）
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古
平
消
防
団
34
人
と
古
平
消
防
職
員
３
人

が
10
月
19
日
、
町
内
の
海
岸
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
は
、
昨
年
と
一

昨
年
は
悪
天
候
に
よ
り
中
止
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
19
年
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
。

　

第
一
分
団
は
沖
町
の
海
岸
、
第
２
分
団
は

港
町
の
海
岸
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
、
空
き
缶

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
約
１
時
間
か
け
て
拾

い
ま
し
た
。
拾
っ
た
ご
み
は
２
か
所
合
せ
て

１
１
０
キ
ロ
に
も
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

冷
蔵
庫
な
ど
の
大
型
ご
み
も
あ
り
、
後
日
町

で
回
収
し
ま
し
た
。

「海岸ボランティア清掃」 ～古平消防団

「３組の親子が交流」 ～第２回バンビの会

　

10
月
22
日
、
今
年
度
２
回
目
の
バ
ン
ビ
の

会
が
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
沢
江
で
開
か
れ
、

２
組
の
親
子
と
12
月
に
出
産
予
定
の
母
親
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

バ
ン
ビ
の
会
は
、
同
級
生
に
な
る
今
年
度

０
歳
の
子
ど
も
を
持
つ
親
子
が
交
流
を
す
る

会
で
す
。

　

今
回
は
、
調
理
実
習
が
行
わ
れ
「
大
豆
と

鶏
肉
の
ト
マ
ト
煮
」
な
ど
出
産
前
後
の
お
母

さ
ん
に
必
要
な
栄
養
素
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
分

な
ど
が
多
く
含
ま
れ
た
食
事
２
品
と
離
乳
食

を
栄
養
士
の
指
導
の
も
と
作
り
ま
し
た
。

　

料
理
を
試
食
後
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

保
育
士
か
ら
絵
本
の
紹
介
な
ど
も
さ
れ
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
情
報
交
換
や
交
流
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
参
加
し
た
鈴
木
知
子
さ
ん
（
れ
い

め
い
の
里
）
は

「
離
乳
食
の
こ
と

な
ど
気
に
な
っ

て
い
た
こ
と
が

聞
け
て
良
か
っ

た
。
と
て
も
た

め
に
な
り
ま
し

た
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

「赤エゾマツの苗木４００本を植える」 ～植樹祭

　

10
月
25
日
、
歌
棄
地
区
の
町
営
牧
場
で
植

樹
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
の
果
た
す
役
割
を
見
つ
め
直
し
緑
豊

か
な
町
に
す
る
た
め
毎
年
実
施
し
て
お
り
、

東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
協
や
自
然
を
守
る
会
の
メ

ン
バ
ー
な
ど
約
80
人
が
赤
エ
ゾ
マ
ツ
４
０
０

本
の
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。

　

本
間
町
長
は
「
森
林
は
多
面
的
な
機
能
を

持
っ
て
お
り
、
川
に
優
し
く
海
に
恵
み
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
。
ま
た
近
年
、
災
害
が
多

く
発
生
し
て
い
る
が
、
森
を
育
て
る
こ
と
で

減
災
に
つ
な
が
る
な
ど
果
た
す
役
割
は
大
き

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
参
加
者
は
ス

コ
ッ
プ
な
ど
を
使
っ
て
穴
を
掘
り
冬
の
寒
さ

に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
丁
寧
に
植
え
て

い
ま
し
た
。

　

家
族
で
参
加
し
た
古
平
小
２
年
の
吉
田
耕

太
郎
く
ん
は
「
植

え
る
の
は
大
変

だ
っ
た
け
ど
楽

し
か
っ
た
。
ち
ゃ

ん

と

大

き

く

な
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

その他の出来事

10/22（水）

10/25（土）

10/19（日）
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10
月
25
日
、
古
平
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
定

期
演
奏
会
が
同
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
定
期
演
奏
会
は
毎
年
開
か
れ
て
お
り

今
年
で
39
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

３
部
構
成
の
演
奏
会
で
部
員
20
名
は
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
曲
「
交
響
詩 

魔
法
使
い
の
弟
子
」

や
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
メ
ド
レ
ー
「
フ
ァ
ミ
リ
ー

ア
ニ
メ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
な
ど
10
曲
を
披

露
し
ま
し
た
。
最
後
の
曲
「
川
の
流
れ
の
よ

う
に
」
の
演
奏
が
終
わ
る
と
会
場
に
集
ま
っ

た
保
護
者
や
地
域
住
民
な
ど
約
１
２
０
人
の

観
客
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

部
長
の
３
年
生
末
政
湧
大
く
ん
は
「
３
年

生
に
と
っ
て
最
後
の
定
期
演
奏
会
は
う
ま
く

演
奏
で
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
が
来
て

く
れ
て
、
楽

し
ん
で
も
ら

え
た
と
思
い

ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま

し
た
。

「息の合った演奏を披露」 ～古平中学校吹奏楽部　定期演奏会

10/28（火） 「英語でハロウィンを楽しむ」 ～子育て支援センターきりんサークル　英語遊び

　

10
月
28
日
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
同

セ
ン
タ
ー
に
登
録
す
る
３
歳
児
の
お
母
さ
ん

た
ち
が
つ
く
る
、
き
り
ん
サ
ー
ク
ル
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
サ
ー
ク
ル
に
登
録
す
る
親
子
６

組
と
幼
児
セ
ン
タ
ー
に
通
う
３
歳
児
９
人
も

参
加
し
、
小
中
学
校
の
外
国
語
指
導
助
手
で

あ
る
ロ
バ
ー
ト
さ
ん
を
招
い
て
英
語
遊
び
を

行
い
ま
し
た
。

　

ロ
バ
ー
ト
さ
ん
は
、
出
身
地
カ
ナ
ダ
で
10

月
に
行
わ
れ
る
お
祭
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
ち
な

ん
で
仮
装
し
て
登
場
。
子
ど
も
た
ち
と
英
語

で
会
話
し
な
が
ら
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
と

い
う
ゲ
ー
ム
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
歌
を
歌
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
魔
よ
け
と
な
る
カ
ボ
チ
ャ

の
絵
を
描
き
、
ロ
バ
ー
ト
さ
ん
が
お
菓
子
を

配
る
と
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

　

丹
後
歩
翔

く
ん
は
「
カ

ボ
チ
ャ
は
上

手
に
描
け
た

し
、
お
も
し

ろ
か
っ
た
」

と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

「規則正しい生活習慣を身に着ける」 ～ふるびら通学合宿

　

11
月
６
日
か
ら
２
泊
３
日
の
日
程
で
ふ
る

び
ら
通
学
合
宿
が
実
施
さ
れ
、
小
学
４
～
６

年
生
の
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
一
定
期
間
親
元
を
離
れ
て

学
校
に
通
う
活
動
で
、
規
則
正
し
い
生
活
や

学
習
習
慣
を
身
に
着
け
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
、
今
年
で
４
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

合
宿
中
、
子
ど
も
た
ち
は
会
場
と
な
っ
た

漁
港
会
館
か
ら
徒
歩
で
登
下
校
し
、
自
主
学

習
や
読
書
、
夕
食
作
り
を
行
い
、
規
則
正
し

い
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

　

５
年
生
の
加
藤
育
さ
ん
は
「
短
い
期
間

だ
っ
た
け
ど
み
ん
な
で
遊
ん
だ
り
で
き
て
良

か
っ
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

その他の出来事

11/6（木）～8（土）

10/25（土）
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次
の
要
件
に
該
当
す
る
世

帯
の
水
道
料
金
は
、
申
請
に

よ
り
軽
減
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
申
請
は
、
建
設
水
道

課
で
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

※
既
に
水
道
料
金
の
減
免
を

受
け
て
い
る
方
は
、
改
め
て

申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
減
免
さ
れ
る
要
件
を

満
た
さ
な
い
場
合
は
、
速
や

か
に
届
け
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

○
減
免
要
件　

次
の
①
～
⑤

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世

帯
で
、
住
民
税
が
非
課
税
世

情報
　

倶
知
安
保
健
所
で
は
、「
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
」
に
合
わ
せ
て
、
エ
イ
ズ
ま
ん
延
防

止
と
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
対
す
る
差
別
・

偏
見
の
解
消
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
パ

ネ
ル
展
示
等
の
普
及
啓
発
を
行
い
ま
す
。

エ
イ
ズ
予
防
啓
発
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

○
期
間　

平
成
26
年
11
月
25
日
（
月
）

　

～
12
月
５
日
（
金
）

○
場
所　

後
志
総
合
振
興
局
１
階　

道
民

　

ホ
ー
ル

○
内
容　

パ
ネ
ル
展
示
、
普
及
啓
発
用
小

　

冊
子
等
の
配
布
、
後
志
総
合
振
興
局
保

　

健
環
境
部
保
健
福
祉
室
職
員
に
よ
る

　

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
着
用　

等

◇
お
問
合
せ
先　

　

倶
知
安
保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

　

☎
０
１
３
６-

２
３-

１
９
５
７

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
の
実
施
に
つ
い
て

○
実
施
日　

平
成
26
年
12
月
１
日
（
月
）

～
12
月
５
日
（
金
）
の
間
の
１
日
間　

○
場
所　

倶
知
安
保
健
所

　

受
検
希
望
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

た
め
、
検
査
日
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は

お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

検
査
は
予
約
制
で
す
が
、
匿
名
で
受
け

ら
れ
ま
す
。
検
査
料
金
は
無
料
で
、
検
査
時

間
は
相
談
時
間
も
含
め
約
１
時
間
で
す
。

　

検
査
を
希
望
す
る
保
健
所
の
エ
イ
ズ
相

談
専
用
電
話
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
や
エ
イ
ズ
相
談
電
話

　

に
よ
る
電
話
相
談
は
、「
世
界
エ
イ
ズ

　

デ
ー
」
に
限
ら
ず
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
・
予
約
先

　

倶
知
安
保
健
所
エ
イ
ズ
相
談
専
用
電
話

　

☎
０
１
３
６-

２
２-

２
２
７
９

　

受
付
時
間　

月
～
金
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、
退

職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探

し
て
い
ま
す
。
以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し

て
い
た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し

て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も
お

調
べ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
し
た
共
済
契
約
者
及
び
被

共
済
者
の
皆
様
に
対
し
、
各
種
手
続
（
共

済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求
等
）
の

必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き
う
る
限
り
の

範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に
対
応
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
最
寄
の
支
部
又

は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

案
内
し
て
お
り
ま
す
。

http://w
w
w
.rintaiky

o.taisy
okukin.go.jp/

◇
お
問
合
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部　

　
　

☎
０
３-

６
７
３
１-

２
８
８
７

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」】

【
林
業
退
職
金
共
済
制
度
の
お
知
ら
せ
】

帯
（
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）

①
70
歳
以
上
の
独
居
世
帯

②
母
子
又
は
母
子
世
帯
に
準
ず
る
世
帯

③
生
計
の
中
心
者
が
身
障
手
帳
１
級
又
は

　

２
級
を
所
持
し
て
い
る
世
帯

④
妻
が
生
計
の
中
心
者
で
、
身
障
手
帳
１

　

級
又
は
２
級
を
所
持
す
る
夫
を
扶
養
し

　

て
い
る
世
帯

⑤
災
害
等
で
生
活
困
窮
し
て
い
る
世
帯

○
軽
減
内
容　

一
般
家
庭
用
月
額
基
本
料

金
を
２
０
０
円
軽
減
し
ま
す
。（
基
本
料

金
２
２
０
０
円
を
２
０
０
０
円
に
）

◇
お
問
合
せ
先

　

建
設
水
道
課 

上
水
道
管
理
係

　
　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
51
）

水道料金の減免申請
　

農
林
水
産
省
で
は
、
平

成
27
年
２
月
１
日
現
在
で
、

「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン

サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の

農
林
業
・
農
山
村
地
域
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
最
も
基

本
的
な
調
査
で
す
。

　

平
成
26
年
12
月
中
旬
か
ら

調
査
員
が
農
林
業
関
係
者
の

方
々
を
訪
問
し
て
、
調
査
票

に
農
林
業

の
経
営
状

況
な
ど
の

記
入
を
お

願
い
し
ま

す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て

は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
様
の
お
宅
や
会
社
等
に
調
査
員
が
調

査
に
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

農林業センサスを実施します

お知らせ
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お知らせ

　

調
査
は
、
従
業
者
４
人
以

上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を

対
象
に
12
月
31
日
時
点
で
実

施
し
ま
す
。

　

調
査
は
、
我
が
国
に
お
け

る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
国

の
重
要
な
調
査
で
、
統
計
法

に
基
づ
く
報
告
義
務
の
あ
る

基
幹
統
計
調
査
で
、
調
査
結

果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域

振
興
な
ど
、
国
及
び
地
域
行

政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料

と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

統
計
作
成
の
目
的
以
外
（
税
の
資
料
な
ど
）

に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
理
解
い
た
だ

き
、
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

経
済
産
業
省
・
北
海
道
・
古
平
町

住民紹介

町内に住む満１歳になる子どもを
紹介します。

今月号は11月に誕生日を迎えた
子どもたちです。

保護者　 穣 さん
        麻未さん
　  （れいめいの里）

 辻田　悠
ゆ う

里
り

ちゃん

11 月 13 日生

（麻未さんより）　　　   　
優しく元気に育って
ほしい

工業統計調査を実施します

　

11
月
14
日
、漁
港
会
館
で
、

町
商
工
会
の
永
年
勤
続
優
良

従
業
員
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
加

盟
事
業
所
に
長
年
勤
務
し
た

従
業
員
11
人
を
表
彰
し
ま
し

た
。

　

表
彰
式
は
、
従
業
員
の
勤

労
意
欲
の
向
上
な
ど
を
図
る

た
め
、
昭
和
51
年
か
ら
毎
年

行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
が
39

回
目
で
す
。

　

梅
野
史
朗
商
工
会
長
は
一
人
一
人
に

賞
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
、「
事
業
所

は
従
業
員
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
発
展

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
事
業

所
を
支
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

商工会 永年勤続優良従業員表彰式商工会 永年勤続優良従業員表彰式
　

多
年
に
わ
た
り
、
町
監
査

委
員
と
し
て
職
務
に
精
励

し
地
方
自
治
の
振
興
や
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
木
村

輔
宏
監
査
委
員
が
、
全
国
町

村
監
査
委
員
協
議
会
会
長

よ
り
全
国
町
村
監
査
功
労

者
（
７
年
以
上
在
職
）
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
状
は
11
月
14
日
、
役

場
町
長
室
で
、
田
口
副
町
長
よ
り
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。　

　

保護者　恭兵さん
        理沙さん
　　 　 （御崎町）

 齊藤　湊
み な と

翔ちゃん

11 月３日生

（理沙さんより）　　　   　
心も体も大きな子に
育ってほしい

全国町村監査功労者表彰全国町村監査功労者表彰
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投稿・くらし

古
平
町
岬
短
歌
会

古 

平 

俳 

句 

会

い
き
い
き
・
ほ
の
ぼ
の
文
芸

オ
カ
リ
ナ
の
音
色
曳
き
行
く
秋
の
雲　
　

秋
の
空
雲
の
上
に
も
雲
の
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

辺　

嘉　

之

　
や
ゝ
寒
し
夜
具
を
引
上
げ
寝
つ
る
か
な　

色
白
の
母
の
手
の
ひ
ら
胡
頽
子
赤
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

口　

悦　

子

石
だ
た
み
す
き
間
に
す
く
と
鶏
頭
花　
　

色
々
の
彼
岸
花
あ
り
垣
根
ご
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　

橋　

重　

子

　
雨
降
つ
て
雲
の
流
れ
や
秋
深
む　
　
　
　

澄
む
ほ
ど
に
雲
白
く
な
り
秋
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

口　
　
　

哲

一
ト
仕
事
終
え
て
憩
へ
し
草
紅
葉　
　
　

行
秋
や
す
ぐ
に
反
り
合
ふ
波
と
な
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　

室　

谷　

弘　

子

秋
祭
り
入
所
の
姉
の
名
札
書　
　
　
　
　

秋
高
し
今
日
の
仕
合
せ
慈
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲　

谷　

比
呂
子

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

前月比

人　口 3,414人 （－５）

男 1,612人 （＋２）

女 1,802人 （－７）

世帯数 1,848世帯 (＋５）

外国人 　 28人 （＋１）

男     2人 ( ０ ）

女    26人 （＋１）

町の人口と世帯数

（平成26年10月末日現在住民基本台帳人口）

朝
倉　

愛
子

村
上　

隆
治

　

間　

鉄
男

齊
藤　
　

豊

木
村　

敏
夫

福
士　

敦
子

上
野　

タ
エ

氏　
　

名

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

98
歳

92
歳

89
歳

84
歳

80
歳

75
歳

89
歳

年
齢

11
・
14

11
・
６

11
・
２

10
・
19

10
・
18

10
・
13

10
・
10

死
去
月
日

旭　

町

泥
の
木

本　

陣

港　

町

旭　

町

沢
江
町

鴨
居
木

町
内

◎
現
金　

５
０
，
０
０
０
円 

　
　
　
　
　

河
原
木　

浩　

司
（
東
京
都
）

◎
土
地　

２
４
９
．
５
８
㎡

　
　
　
　
　

中　

井　

孝　

子
（
東
京
都
）

ご
寄
付
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

平
成
26
年
11
月
28
日
発
行
第
４
６
９
号

■
編
集
／
発
行

：

古
平
町
役
場
総
務
課
広
報
統
計
係

　

古
平
町
大
字
浜
町
40
番
地
４　

☎（
代
）
42

－

２
１
８
１

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス h

ttp
:/
/
to

w
n
.fu

ru
b
ira

.lg
.jp

/

■
印
刷

：（
株
）毛
利
印
刷

広
報  

ふ
る
び
ら 

12
月
号

本ほ
ん

間ま　

絢け
ん

士と

岩い
わ

戸と　

翔
し
ょ
う

哉や

照て
る

山や
ま　

一い
ち

華か

鈴す
ず

木き　

佐さ

和わ

菊き
く

地ち　

晃こ
う

哉や

氏　
　

名

お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

ちゃ
ん

ちゃ
ん

ちゃ
ん

ちゃ
ん

ちゃ
ん

11
・
６

10
・
27

10
・
23

10
・
20

10
・
11

生
年
月
日

陽
資

修
司

大
暁

篤
志

亮
太

保
護
者さ

ん
さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

新
地
町

清　

住

浜　

三

港　

町

本　

町
町
内

風
渡
り
清
ら
に
咲
き
し
菊
の
花
仏
前
に
供
へ
亡
き
人
偲
ぶ　
　
　
　
　
　

金　

子　

寿　

子

樹
の
元
に
う
す
紅
な
ゐ
の
コ
ス
モ
ス
は
風
す
こ
し
出
ゆ
る
り
揺
れ
を
り　

坂　

本　

信　

子

時
か
け
し
ク
イ
ズ
の
答
へ
教
へ
ら
れ
声
あ
げ
笑
ふ
頭
ほ
ぐ
れ
て　
　
　
　

鈴　

木　

時　

子

な
な
か
ま
ど
例
年
よ
り
も
紅べ

に

濃
く
て
ル
ビ
ー
の
如
く
光
り
輝
く　

      

田　

中　

香　

防
災
の
訓
練
に
知
る
一
分
で
尊
き
命
守
れ
る
こ
と
を　
　
　
　
　
　
　
　

寺　

田　

カ
ツ
子

１2
月
の
休
日
当
番
病
院

◆
12
月
７
日
（
日
）

　

中

島

内

科
（
☎
22-

３
８
６
６
）

◆
12
月
14
日
（
日
）

　

勤
医
協
余
市
診
療
所
（
☎
22-

２
８
６
１
）

◆
12
月
21
日
（
日
）

　

な
が
い
小
児
科
医
院
（
☎
23-

６
８
８
１
）

◆
12
月
23
日
（
火
）

　

田

中

内

科

医

院
（
☎
22-

６
１
２
５
）

◆
12
月
28
日
（
日
）

　

小

島

内

科
（
☎
22-

２
２
４
５
）

◆
12
月
31
日
（
水
）

　

林

病

院
（
☎
22-

５
１
８
８
）

※
当
番
医
の
診
療
時
間
は
９
時
～
17
時
ま
で

※
夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急
患

　

に
限
り
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

　

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

　

診
療
科
目　

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、

　
　
　
　
　
　

整
形
外
科
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